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V − 1 − 1.　「学位プログラムをどうデザインするか？
―歴史学分野におけるチューニングの事例から―」
（Rethinking Ways to Design Degree Programs:
An Example of Tuning in the History Discipline）
1.　概要






　ユタ州高等教育機構（The Utah System of Higher Education）は、ルミナ財団から助成金










































　参加者にはアンケートを実施し、55 名中 34 名の回答があった。研究会全体は有意義であっ
たかをたずねたところ、有効回答のうち「とても有意義だった」が 23 名、「有意義だった」
が 8 名、平均 4.74 と極めて参加者の評価が高かった。加えて、プログラムで有益であった点
を尋ねたところ（複数回答可）、マッキナーニー教授の講演を挙げた参加者が最も多く（31 名）、















V − 1 − 2.　「学習のための、学習としての評価
―PBLとMOOCにおける学習評価の可能性―」
（Assessment for and as Learning: 
Possibilities of Learning Assessment in Project- 
and Problem-Based Learning and MOOC）
1.　概要
　2014 年 10 月 8 日、京都大学芝蘭会館山内ホールにおいて、ハーバード大学のエリック・
マズール教授を招き、第 89 回京都大学高等教育研究開発推進センター公開研究会「学習のた






ピア・インストラクションや、リアルタイム学習評価システム Learning Catalytics を使った
授業と学習評価の方法について学んできた。今回のシンポジウムでは、ハーバード大学でのプ
ロジェクト型学習の評価を中心した報告があり、会場の参加者は学生の学びを促すための評価
の方法について活発な議論を交わした。参加者数は 89 名（学内 29 名、学外 60 名）であった。
2.　講演・報告
































Analytics が MOOC における学習者の学びをどう促すことができるかなどについて議論が行
われた。その後、フロアもまじえて活発な質疑応答がかわされた。
4.　アンケート結果 
　参加者にはアンケートを実施し、89 名中 45 名の回答があった。研究会全体が有意義であっ
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V − 1 − 3.　「MOOC時代における大学教育改善」
（Advancing Higher Education in the Age of MOOC）
1.　概要
　本センターは、2015 年 1 月 19 日、京都大学芝蘭会館稲盛ホールにおいて、学内外から参




















　ロバート・ルー教授が、「大学のデジタル革命（The Digital Evolution of the University）」
と題して講演したのに続き、本センターの飯吉透教授が、「京都大学における教育イノベー
ションと教授・学習支援の新たな可能性（New Possibilities of Educational Innovation and 
Teaching and Learning Support at Kyoto University）」と題した講演を行った。






































　（岡本 雅子、飯吉 透、田中 一孝）
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Ⅴ−１−３. 資料１












アクセス　　関西国際空港より京都駅へ JR 関空特急「はるか」で約 75 分
Professor Robert A. Lue  （ロバート・ルー教授）
Robert A. Lue 博士は、ハーバード
大学の HarvardX と Derek Bok 
Center for Teaching and Learning
















されるキャパシティづくりが急務である。本公開研究会・国際シンポジウムでは、ハーバード大学の MOOC プロジェクト Har-




Advancing Higher Education in the Age of MOOC
MOOC 時代の大学教育改善
〒606-8302  京都府京都市左京区吉田牛ノ宮町 11－1　(http://www.shirankai.or.jp/) 
京都大学　芝蘭会館（稲盛ホール）
13：30 ～ 17：20 ( 受付 13：00～)











　　13:35　 基調講演　Professor Robert A. Lue (Faculty Director, HarvardX and of the Derek Bok Center
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 for Teaching and Learning, Harvard University)




ハーバード大学と MIT（マサチューセッツ工科大学）が中心となって創設した非営利の MOOC 機関である edX
と連携しつつ、このような機会を捉えるためのハーバード大学の全学的・戦略的な取組であり、先進的テクノロ
ジーの教育的利用と教員による教育・学習イノベーションを一体化させることによって、既に顕著な成果を上げ
つつある。本基調講演では、この二年半にわたり、HarvardX と同大学の Teaching & Learning Center である




　　　　　　　　　“New Possibilities of Educational Innovation and Teaching and Learning Support at Kyoto University”
　　15:05 　休憩








　　　　　　　　パネリスト：Robert A. Lue、飯吉 透、美濃 導彦、竹村 治雄
　　17:20　 閉会
Advancing Higher Education in the Age of MOOC 
MOOC 時代の大学教育改善
− 309 −
V − 2.　ISSOTL2014 参加発表報告
1.　ISSOTL20141 について
　ISSOTL (The International Society for the Scholarship of Teaching & Learning)2 は、
2004 年に設立された国際学会である。
　同学会は、高等教育における学習と教授の向上についての実践的研究の推進と知見の普及を
目標としている。初回は、2004 年 10 月 21 日〜 24 日、アメリカ合衆国のインディアナ大学
ブルーミントン校において開催され、８カ国から 440 名を超える研究者が参加した。
　今回で 11 回目の開催にあたる ISSOTL2014 は、2014 年 10 月 22 日〜 25 日、カナダの
ケベックシティにおいて開催され、約 500 名が参加した。本センターからは、センター長・
教授の飯吉透が参加し、”Massive SOTL in Action: MOOC, Critical Thinking, and Peer 
Assessment” と題した発表を行った。本発表では、京都大学が edX を通じて提供した MOOC
講義 ”Chemistry of Life” において、創造力・批判的思考力の育成やピア・アセスメント等の
評価に関する形成的な実践の試みが SOTL の観点から振り返られ、報告された。
　カンファレンスのプログラムは、22 日のプレカンファレンスワークショップ及びシンポジ
ウム、23 日−25 日の各セッションで構成されており、今回のカンファレンス・テーマである 
”Nurturing Passion and Creativity in Teaching and Learning” に表されているように、学
習者の主体的な学習に対する情熱や創造性をどのように喚起し育成するかに関し、様々な実践
研究の発表・報告が行われた。
　また、Advancing Undergraduate Research, National Teaching Fellows & Institutional 
Teaching Award Winners, General Education, Arts and Humanities, Scholarship of Lead-
ing, Sociology, Students as Co-Inquirers, Student Engagement, Pedagogy and Research 
for Online and Blending Teaching and Learning, ISSOTL in History, Problem-Based 
Learning 等の SIG（Special Interest Group）によるグループ・ディスカッションも盛況であっ
た。
　主なセッションのテーマ及び講演者は以下の通りである。
“Developing transformative spaces for learning and teaching in higher education”
Sue Jackson
Pro-Vice-Master & Professor, University of London
“Cirque du Soleil: An environment that welcomes creativity: the story”
Bernard Petiot
Vice-President, Casting and Performance Cirque du Soleil
1 ISSOTL2014 の大会プログラムは以下の Web ページからダウンロードできる（2015 年 2 月 18
日取得）。https://www.issotl14.ulaval.ca/cms/site/issotl14/page108683.html
2 センターからの ISSOTL への過去の参加報告については、京都大学高等教育叢書 27『平成 16 年
度採択特色 GP 報告書　相互研修型 FD の組織化による教育改善 2007−4 年間の活動と自己評価−』
（京都大学高等教育研究開発推進センター、2009 年 3 月）pp.209−223、及び同報告書平成 20 年
度−24 年度の「ISSOTL 参加報告」の項を参照。
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Chairs in Educational Leadership of Universite Laval
Denis Briere
Rector, UniversitéLaval
Three Lessons from Educational Psychology: Spacing, Deliberate Mixed Practice, 
and Formative Testing
Georges Bordage
Professor, University of Illinois at Chicago
















大学で 30 個の FD 拠点を認定し、FD センターの成立と活動が中国で盛んになりつつあるこ
とがあげられる。2013 年 10 月には、北京師範大学教師発展センター（Center for Faculty 




























































































州で行っている Tuning Project の competence をあげた。このような能力や competence を
学生に獲得させるために、カリキュラム・授業や評価のデザインが求められる。一つの典型例
として、アメリカのアルバーノ大学の例が挙げられた。






































は 45 分 ×2 で構成され、途中休憩時間が入る）の授業をデザインした。
　実際に模擬授業をしてもらったのは 3 グループであった。これも任意に選ばれたグループ



















　三つ目の授業は「世界はフラットか？」という授業であった。MBA のクラスの 5 回目の授
業という設定であった（注：中国の MBA クラスには実務経験が持っている管理層が多く参加
する）。アイプルという会社の成功例から導入し、情報技術の進展に伴い、世界中の国々の貿
易の壁はなくなり、経済における連携が増えるようになったという内容であった。模擬授業で
もビデオを見せた。検討会では、ビデオと授業テーマのつながりが不明確、授業で使う概念の
整理が必要、MBA の学生に対してはもっと教員側の威厳が必要だといった意見と議論があっ
た。
　以上の 13 グループの報告に対して、松下教授はすべて丁寧にコメントした。参加した教員
は最後に松下教授サイン入りの修了証をもらい、満足と称賛の声でワークショップが終わった。
おわりに　
　このワークショップには、北京師範大学の新任教員以外に、北京市内の大学（北京大学、中
国石油大学）、西の四川省（西南財経大学）、東の山東省（山東大学）、南の浙江省（浙江大学）
や広東省（広州中医薬大学）など、中国各地から参加があった。分野もさまざまで、哲学や教
育学、また情報系や医学系・医療系の教員も数多く参加していた。北京師範大学が行った事後
アンケートによると、96.7％の教員がワークショップで習得した授業デザインの技能を授業
中に応用するつもりだと答えている。
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（蒋　妍、松下　佳代）
